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なるわけですが、社会貢献の場合には利潤を
形成していくというまさに企業活動の中枢で
す。そこにおける過程で生まれてくるという
のがこの社会貢献の責任です。 
期待される効果、目標は日系企業の経営管
理技術等の移転、高度人材の育成、あるいは
養成であり、つまり社会貢献とは何かという
と、企業が雇った従業員、この従業員の人格
的、あるいは技術的、仕事を通じて形成され
るべき能力、これを高めていくということで
す。平たく言うと、仕事の仕方であるとか、
上下関係であるとか、あるいは横の関係であ
るとか、人間が一つの企業の中で活動してい
く過程において形成すべき人格や能力、これ
らを高めること、育成する点に社会貢献とし
て意味があります。従って、大変難しいこと
です。中国の企業に奉職なさった方の回転率
は非常に高いです。長期間、日本のように終
身雇用することで、何十年間も仕事をすると
いう人は少なく、数年、短い人は半年、平均
すると一年かその辺りで辞めてしまいます。 
こういう人びとに対して、いったい人材育
成など、会社がお金をかけて貢献をする必要
があるのかという話が当然出てきます。私た
ちは、「そうではないよ」と言っております。
企業が人材養成のためにお金をかけて、手間
暇かけて育成した人が会社から出ていき、そ
れが別の日本的な会社を作ることに貢献して
いく可能性があるのではないかと思うわけで
す。会社の損だからしないというのが一般的
な考え方としてありうるわけですが、そうで
はありません。その会社で半年、一年、ある
いは三年でも仕事をし、そこで得た人間関係
や人格形成やあるいは職務上の技術が、外の
会社で、別のところで生かせれば、これはそ
の人にとっても、あるいはまた、仮に辞めた
会社と次の会社が競争関係にあったにしても、
それはそれで、その社会が、競争関係を通じ
て良くなることであるわけですから、それ自
体が間接的な貢献になるはずです。 
したがって、確かに企業経営から見るとあ
まり利益にはならないかもしれませんが、貢
献とか責任とかはそういうものであるという
ことです。利潤形成やあるいは企業が成長し
ながらその社会と、あるいはまたそこで働く
人々とどのように向き合って、そして濃密な
関係を作っていくのかというところがベース
にあるのではないかということで、そういっ
た観点からこの研究を進めてまいりました。 
まだこれは道半ばではあり、これから、先
ほど申しましたメンバーの方々と共に、さら
に次の課題に向かってまいりたいと思ってお
ります。従って、本日は中間のそのまた中間
的な報告に終わってしまいますが、とりあえ
ず今までの研究を含めてこれからは予稿集の
32～33ページごろから書いてありますが、中
国における日系企業の社会責任活動という 3
のところにあるように、それぞれ分担して書
いてありますので、今日の報告を聞いてみて
いただければ幸いでございます。なお、今後
はトヨタさんですとか、キャノンさんですと
か、そういう大きな企業へ直接お邪魔して、
さらにこれまで行ってきた私たちの考え方が
果たして妥当するかどうかという点を含めて
研究を続けてみたいと思っております。以上
でございます。ありがとうございました。 
 
